
東北地域投資環境セミナー大阪ｉｎ
～東北からの新たな挑戦～東

和
薬
品
の
生
産
体
制
に
お
け
る
山
形
工
場
新
設
の
位
置
づ
け

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
市
場
は
今
後
拡
大
山
形
に
新
工
場
を
建
設

吉田逸郎氏東和薬品社長

　
私
ど
も
は
大
阪
に
本
社
を
置

き
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

後
発
医
薬
品

を
製
造
し
て

い
る
企
業
で
す
。
本
日
は
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
現
状
、

山
形
県
上
山
市
へ
の
進
出
の
経

緯
と
新
工
場
計
画
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
に
国
の
政
策
と

し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進
策
が
発
表
さ
れ
、

医
薬
品
全
体
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
シ
ェ
ア
を

年
度
に

％
ま
で
高
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
現
状
は
約

％
で
す
。
こ
の
数
字
を
世
界
の

主
要
国
と
比
較
す
る
と
日
本
は

か
な
り
低
く
、
ア
メ
リ
カ
は
現

在

％
程
度
の
よ
う
で
す
。
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
合
計
で
約

１
兆
４
０
０
０
億
円
の
財
政
負

担
や
個
人
負
担
を
軽
減
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

の
普
及
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん

が
、
逆
に
言
え
ば
、
市
場
は
今

後
拡
大
す
る
余
地
が
あ
る
の
で

す
。

　
山
形
へ
の
進
出
は
、
上
山
市

の
医
薬
品
工
場
が
売
り
に
出
さ

れ
て
い
る
と
の
情
報
を

年
７

月
に
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
当
初
は
乗
り
気
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
学
の
た

め
と
思
い
、
工
場
見
学
に
行
き

ま
し
た
。

　
建
物
は
か
な
り
古
か
っ
た
の

で
す
が
、
工
場
内
を
見
た
時
、

製
造
停
止
後
２
カ
月
が
経
過
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設

備
が
き
ち
ん
と
保
全
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
廊

下
や
更
衣
室
の
掃
除
も
行
き
届

い
て
お
り
、
す
ぐ
に
で
も
動
か

せ
る
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し

た
。

　
設
備
保
全
担
当
者
に
話
を
聞

く
と
、
工
場
に
は
長
年
世
話
に

な
っ
た
。
こ
の
先
ど
う
な
る
か

分
か
ら
な
い
が
、
結
論
が
出
る

ま
で
は
い
つ
で
も
工
場
を
動
か

せ
る
状
態
に
し
て
お
き
た
い

と
言
う
の
で
す
。従
業
員
の
考

え
方
が
非
常
に
良
い
と
感
じ
、

１
週
間
後
に
は
工
場
を
買
い
取

る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
山
形
工
場
は
従
業
員
１
０
８

人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
で
は
約

２
０
０
人
ま
で
増
え
て
い
ま

す
。
新
工
場
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
今
ま
で
積
み
重
ね
た
製
薬

技
術
を
生
か
す
た
め
、
現
山
形

工
場
の
近
く
で
土
地
を
探
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
市
に
相
談
す
る
と
、
上
山
競

馬
場
跡
地
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
高
台
に
あ
っ
て
平
面
の
最

適
な
用
地
で
す
。
約
３
・
３

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
同
跡
地
の
面
積
は

弱

で
し
た
。
市
に
配
慮
し
て
頂

き
、
当
初
は
約
３
・
３

を
購

入
し
、
残
り
は
リ
ー
ス
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
リ
ー
ス

部
分
も
途
中
で
買
い
取
れ
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。
将
来
の
業
績

を
見
な
が
ら
用
地
を
取
得
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
工
場
は

年
３
月
に
生
産

開
始
予
定
で
す
。
新
工
場
の
年

産
能
力
は

億
錠
で
、
こ
れ
に

よ
り
東
和
薬
品
全
体
の
年
産
能

力
は

億
錠
に
な
り
ま
す
。
山

形
以
外
の
国
内
２
工
場
も
年
産

億
錠
ず
つ
確
保
し
て
お
り
、

一
つ
の
工
場
が
休
止
し
て
も
、

ほ
か
の
２
工
場
で
カ
バ
ー
で
き

る
体
制
に
な
り
ま
す
。

　
融
資
支
援
や
不
動
産
取
得
税

の
減
免
な
ど
、
県
や
市
の
大
き

な
ご
協
力
の
中
で
、
山
形
新
工

場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

東
北
の
投
資
環
境
に
つ
い
て世界に未来に飛躍する東北に

寺家克昌氏東北経済産業局地域経済部長

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
ご
出
席

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
当
セ
ミ
ナ
ー
を
機
会
に
、
東

北
の
良
さ
を
認
識
い
た
だ
け
る
こ

と
を
切
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
北
地
域
の
立
地
環
境
で
す

が
、
イ
ン
フ
ラ
面
で
は
２
０
１
０

年

月
に
東
北
新
幹
線
が
新
青
森

駅

青
森
市

ま
で
全
線
開
通

し
、
関
西
か
ら
新
幹
線
で
東
北
へ

行
く
時
間
は
、
思
っ
た
よ
り
か
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
空
路
や
高

速
道
路
網
の
整
備
も
進
ん
で
い
ま

す
。
東
北
の
工
業
用
地
の
平
均
的

な
価
格
は
１
平
方

当
た
り
１
万

円
前
後
で
、
お
安
い
と
い
え
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
東
北
へ
立
地
し
た
企
業
に
進
出

理
由
を
聞
く
と
、
人
材
面
を
あ
げ

る
企
業
が
多
い
で
す
。

年

月

の
有
効
求
人
倍
率
は
、
全
国
平
均

を
約
０
・
１

下
回
っ
て
お
り
、

大
学
高
専
工
業
高
校
で
は
即
戦

力
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
た
め
優
れ
た
人
材
を
選
び
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
の
企
業
立
地
の
例
で
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
系
完
成
車
メ
ー
カ

ー
の
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車

相
模

原
市
緑
区
が
、本
社
工
場
を
宮
城

県
大
衡
村
に
移
転
し
ま
す
。
今
年

１
月
に
は
新
工
場
が
稼
働
し
、
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
企
業
立
地
の
際
の
支
援
措
置
で

す
が
、
国
の
企
業
立
地
促
進
法
に

基
づ
い
た
支
援
制
度
が
あ
り
ま

す
。
支
援
を
受
け
る
に
は
自
治
体

が
基
本
計
画
を
作
り
、
国
の
同
意

を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
東

北
地
域
は
ま
ん
べ
ん
な
く
計
画
を

作
っ
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
で

は
、
成
長
産
業
の
国
内
投
資
を
促

進
す
る
た
め
の
補
助
金
制
度
を
つ

く
り
、

年
度
の
予
備
費
で
公
募

し
ま
し
た
。
全
国
で
１
５
３
件
採

択
さ
れ
た
う
ち
、東
北
は

件
で
、

エ
コ
カ
ー
や
電
池
関
連
の
投
資
案

件
が
多
く
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
東
北
の
地
域
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
当
局
で
は

昨
年
、
「
東
北
地
域
経
済
の
発
展

の
方
向
性
」
と
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
次
世
代
自
動

車
や
先
進
医
療
機
器
等
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
促
進
、
農
商
工
連
携
な

ど
４
点
を
柱
に
掲
げ
ま
し
た
。
産

学
官
連
携
な
ど
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
東
北
へ
の

産
業
集
積
を
図
る
ク
ラ
ス
タ
ー
形

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
も
の
づ
く
り
コ
リ
ド
ー
」
も
進

ん
で
い
ま
す
。

　
東
北
は
連
帯
感
の
非
常
に
強
い

地
域
で
す
。
当
局
も
県
や
市
と
一

緒
に
な
っ
て
、
企
業
誘
致
や
産
業

集
積
に
向
け
て
取
り
組
み
、
「
世

界
に
未
来
に
飛
躍
す
る
東
北
」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今野豊彦氏東北大学金属材料研究所先端分析研究部門教授・付属研究施設大阪センター長
産業は学問の道場

東
北
も
の
づ
く
り
ア
リ
ー
ナ
産
学
官
連
携
の
新
た
な
時
代

　
本
日
は
、
我
々
が
産
学
連
携
を
ど
う

位
置
づ
け
て
い
る
か
、
ま
た
、
産
学
連

携
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
東
北
大
学
金
属
材
料
研
究
所

金

研

は
、
理
学
系
と
工
学
系
の
研

究
部
門
が
一
緒
に
な
っ
て
い
て
、

金
属
材
料
に
関
し
て
国
際
的
に
非

常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
関
西
に
ゆ
か
り

の
あ
る
研
究
所
で
、
も
と
も
と
は

大
阪
を
本
拠
に
し
て
い
た

旧

住
友
財
閥
か
ら
寄
付
を
受
け
て
設

置
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

初
代
所
長
の

本
多
光
太
郎
先

生
は
、
「
産
業
は
学
問
の
道
場
な

り
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま

す
。
当
初
か
ら
実
学
を
重
視
し
た

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
金
研
の
付
属
研
究
施
設
大
阪
セ

ン
タ
ー
は
、
２
０
０
６
年
に
５
年

間
の
時
限
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
東
大
阪
市

を
中
心
に
、
関
西
地
域
に
は
金
属
加
工

や
金
型
製
造
分
野
の
中
小
企
業
の
集
積

度
が
高
く
、
そ
う
い
っ
た
企
業
と
の
産

学
連
携
推
進
を
狙
い
に
設
立
し
ま
し

た
。
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
管
理

し
て
い
る
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ア
東
大

阪
大
阪
府
東
大
阪
市
と
大
阪
府
立
大

学
の
中
に
拠
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
大

阪
府
と
も
新
素
材
開
発
な
ど
連
携
し
た

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
大
阪
の
企
業
と
の
産
学
連
携
で
は
、

航
空
宇
宙
材
料
や

生
体
材
料
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
材
料
を

視
野
に
入
れ
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
５
年
た
っ

て
み
て
、
や
は
り

基
盤
と
な
る
の
は

金
型
で
あ
り
、
腐

食
や
鋳
造
な
ど
基

本
的
な
領
域
が
重
要
だ
と
い
う
印
象
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
鉛
を
使
わ
な
い
ス
ズ
の
鋳
造
方
法
に

つ
い
て
企
業
か
ら
相
談
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
町
工
場
へ
出
向
い
て

解
析
に
取
り
組
ん
で
み
た
の
で
す

が
、
な
か
な
か
答
え
が
出
な
い
。

そ
う
い
っ
た
経
験
を
通
じ
、
学
術

研
究
の
新
た
な
展
開
と
い
い
ま
す

か
、
私
ど
も
が
見
過
ご
し
て
い
た

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
ヱ
ム
製

作
所

大
阪
府
大
東
市

と
い
う

ネ
ジ
づ
く
り
専
門
の
中
小
企
業
と

の
共
同
研
究
で
、
ガ
ラ
ス
構
造
を

持
つ
金
属

金
属
ガ
ラ
ス

製
の

ネ
ジ
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

従
来
は
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
言

わ
れ
て
い
た
技
術
で
す
が
、
「
や

っ
て
み
る
か
」
と
始
め
た
ら
、
転

造
と
い
う
方
法
で
開
発
で
き
た
の

で
す
。
「
産
業
は
学
問
の
道
場
」

だ
と
本
当
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
も
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
大
阪
府
と

協
力
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
技
術
系

人
材
の
育
成
や
、
匠
の
技
を
学
問
で
解

析
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
技

術
の
伝
承
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ア
東

大
阪
で
技
術
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い
ま

す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
本
音
の

お
話
を
し
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

東
北
の
立
地
環
境
ア
ピ
ー
ル

　
東
北
経
済
産
業
局
と
東
北
地
方
の
６
県
、
仙
台

市
な
ど
で
組
織
す
る
「
東
北
地
域
産
業
開
発
促
進

協
議
会
」

豊
国
浩
治
会
長

東
北
経
済
産
業
局

長

は
８
日
に
、
大
阪
市
中
央
区
の
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
大
阪
で
、
「
東
北
地
域
投
資
環
境
セ
ミ
ナ
ー
　

ｉ
ｎ
　大
阪
」
を
開
い
た
。
同
協
議
会
が
関
西
地

方
で
投
資
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
の
は
今
回
が
初
め

て
。
東
北
か
ら
の
新
た
な
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
な
ど
成
長
産
業
が
集
積

す
る
関
西
の
企
業
関
係
者
ら
に
東
北
の
立
地
環
境

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
講
演
会
と
交

流
会
の
２
部
構
成
で
開
か
れ

た
。
講
演
会
で
は
東
北
経
産

局
の
寺
家
克
昌
地
域
経
済
部

長
が
東
北
の
立
地
環
境
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た

後
、
山
形
県
上
山
市
内
に
新

工
場
を
建
設
し
て
い
る
東
和

薬
品
の
吉
田
逸
郎
社
長
が
、

「
東
和
薬
品
の
生
産
体
制
に

お
け
る
山
形
工
場
新
設
の
位

置
づ
け
」
と
題
し
て
講
演
。

吉
田
社
長
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品

後
発
医
薬
品

の

将
来
性
を
強
調
し
、
「

新

工
場
は

注
射
薬
の
製
造
を

集
約
し
た
主
力
工
場
に
し
て

い
く
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
東
北
大
学
金
属
材

料
研
究
所
付
属
研
究
施
設
大

阪
セ
ン
タ
ー
長
の
今
野
豊
彦

教
授
が
「
東
北
も
の
づ
く
り

ア
リ
ー
ナ

産
学
官
連
携
の

新
た
な
時
代
」
と
題
し
、
金

属
加
工
な
ど
大
阪
の
中
小
企

業
と
の
産
学
連
携
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
北
６
県
と
仙

台
市
の
企
業
誘
致
担
当
者
が

１
分
間
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。
青
森
県
は
農
産
品

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
豊
か

さ
、
岩
手
県
は
企
業
立
地
満

足
度
調
査
で
２
位
に
な
っ
た

実
績
、
宮
城
県
は
自
動
車
関

連
産
業
の
集
積
、
仙
台
市
は

東
北
大
学
と
の
産
学
連
携
支

援
体
制
を
地
域
の
強
み
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
県
は
人
材
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
の
魅

力
、
山
形
県
は
山
形
鋳
物
を

代
表
と
す
る
モ
ノ

づ
く
り
産
業
の
伝

統
、
福
島
県
は
首

都
圏
に
も
近
い
と

い
う
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
を
強
調
し

た
。

　
第
２
部
の
交
流

会
で
は
、
６
県
と

仙
台
市
、
技
術
移

転
機
関
の
東
北
テ

ク
ノ
ア
ー
チ

仙

台
市
青
葉
区

な

ど
が
ブ
ー
ス
を
置

き
、
企
業
誘
致
の

優
遇
措
置
な
ど
に

つ
い
て
細
か
く
説
明
し
た
。

会
場
で
は
東
北
地
方
の
特
産

品
や
地
酒
な
ど
も
振
る
舞
わ

れ
、
関
西
の
企
業
関
係
者
と

交
流
を
深
め
た
。

第
２
部
の
交
流
会
で
は
自
治
体
が
ブ
ー
ス
を

置
き
、
優
遇
措
置
や
産
学
連
携
の
支
援
制
度

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た

東
北
６
県
と
仙
台
市
の
企
業
誘
致

担
当
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
も
行
わ
れ
た

（ ） 【企画特集】 ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 　　


